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第
九
十
条
中
「
第
十
七
条
か
ら
」
の
下
に
「
第
十
九
条
の
三
ま
で
、
第
二
十
一
条
か
ら
」
を
加
え
、「
第
十
五
号
及

び
第
十
六
号
」
を
「
第
十
四
号
及
び
第
十
五
号
」
に
、「
第
四
十
八
条
か
ら
」
を
「
第
五
十
一
条
か
ら
」
に
、「
及
び
第

百
三
十
二
条
」
を
「
、
第
百
三
十
二
条
か
ら
第
百
三
十
七
条
ま
で
及
び
第
百
三
十
九
条
」
に
改
め
、「
、
同
法
第
四
十

八
条
、
第
四
十
九
条
第
一
項
、
第
五
十
条
第
二
項
及
び
第
四
項
並
び
に
第
百
三
十
八
条
第
一
項
及
び
第
二
項
中
「
支

店
」
と
あ
る
の
は
「
従
た
る
事
務
所
」
と
、
同
法
第
十
七
条
第
三
項
」、「
及
び
第
二
十
条
第
三
項
」、「
中
「
会
社
の
支

店
」
と
あ
る
の
は
「
金
融
商
品
会
員
制
法
人
の
従
た
る
事
務
所
」
と
」
及
び
「
、
第
四
十
八
条
第
一
項
、
第
四
十
九

条
第
一
項
及
び
第
三
項
、
第
五
十
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
」
を
削
り
、「
、
第
五
十
三
条
並
び
に
第
百
三
十
八
条

第
一
項
」
を
「
及
び
第
五
十
三
条
」
に
改
め
、「
、
同
法
第
四
十
八
条
第
二
項
中
「
会
社
法
第
九
百
三
十
条
第
二
項
各

号
」
と
あ
る
の
は
「
金
融
商
品
取
引
法
第
八
十
九
条
の
二
第
二
項
各
号
」
と
」
を
削
り
、「
読
み
替
え
る
」
を
「
、
同

法
第
百
四
十
六
条
の
二
中
「
商
業
登
記
法
（
」
と
あ
る
の
は
「
金
融
商
品
取
引
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
二
十
五

号
）
第
九
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
商
業
登
記
法
（
」
と
、「
商
業
登
記
法
第
百
四
十
五
条
」
と
あ
る
の
は
「
金
融
商

品
取
引
法
第
九
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
商
業
登
記
法
第
百
四
十
五
条
」
と
読
み
替
え
る
」
に
改
め
る
。

第
百
条
の
四
中
「
、
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
に
お
い
て
は
」
を
削
り
、「
従
た
る
」
を
「
主
た
る
」
に
改
め
、「
は

三
週
間
以
内
に
」
を
削
る
。

第
百
一
条
の
二
十
第
一
項
中
「
か
ら
」
の
下
に
「
二
週
間
以
内
に
、」を
加
え
、「
は
二
週
間
以
内
に
、
従
た
る
事
務

所
及
び
支
店
の
所
在
地
に
お
い
て
は
三
週
間
以
内
に
」、「
の
本
店
」
及
び
「
、
組
織
変
更
後
株
式
会
社
金
融
商
品
取

引
所
の
支
店
に
つ
い
て
は
会
社
法
第
九
百
三
十
条
第
二
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
の
登
記
を
」
を
削
る
。

第
百
二
条
第
一
項
中
「
支
店
並
び
に
」
及
び
「
及
び
従
た
る
事
務
所
」
を
削
る
。

第
百
二
条
の
十
中
「
第
八
十
九
条
の
三
」
及
び
「
第
八
十
九
条
の
四
第
一
項
」
を
「
第
八
十
九
条
の
四
」
に
改
め

る
。第

百
二
条
の
十
一
中
「
第
十
七
条
か
ら
」
の
下
に
「
第
十
九
条
の
三
ま
で
、
第
二
十
一
条
か
ら
」
を
加
え
、「
第
十

五
号
及
び
第
十
六
号
」
を
「
第
十
四
号
及
び
第
十
五
号
」
に
、「
第
四
十
八
条
か
ら
」
を「
第
五
十
一
条
か
ら
」に
、「
及

び
第
百
三
十
二
条
」
を
「
、
第
百
三
十
二
条
か
ら
第
百
三
十
七
条
ま
で
及
び
第
百
三
十
九
条
」
に
改
め
、「
、
同
法
第

四
十
八
条
、
第
四
十
九
条
第
一
項
、
第
五
十
条
第
二
項
及
び
第
四
項
並
び
に
第
百
三
十
八
条
第
一
項
及
び
第
二
項
中

「
支
店
」
と
あ
る
の
は
「
従
た
る
事
務
所
」
と
、
同
法
第
十
七
条
第
三
項
」、「
及
び
第
二
十
条
第
三
項
」、「
中
「
会
社

の
支
店
」
と
あ
る
の
は
「
自
主
規
制
法
人
の
従
た
る
事
務
所
」
と
」
及
び
「
、
第
四
十
八
条
第
一
項
、
第
四
十
九
条

第
一
項
及
び
第
三
項
、
第
五
十
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
」
を
削
り
、「
、
第
五
十
三
条
並
び
に
第
百
三
十
八
条
第

一
項
」
を
「
及
び
第
五
十
三
条
」
に
改
め
、「
、
同
法
第
四
十
八
条
第
二
項
中「
会
社
法
第
九
百
三
十
条
第
二
項
各
号
」

と
あ
る
の
は
「
金
融
商
品
取
引
法
第
百
二
条
の
九
第
二
項
各
号
」
と
」
を
削
り
、「
読
み
替
え
る
」
を
「
、
同
法
第
百

四
十
六
条
の
二
中
「
商
業
登
記
法
（
」
と
あ
る
の
は
「
金
融
商
品
取
引
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
二
十
五
号
）
第

百
二
条
の
十
一
に
お
い
て
準
用
す
る
商
業
登
記
法
（
」
と
、「
商
業
登
記
法
第
百
四
十
五
条
」
と
あ
る
の
は
「
金
融
商

品
取
引
法
第
百
二
条
の
十
一
に
お
い
て
準
用
す
る
商
業
登
記
法
第
百
四
十
五
条
」
と
読
み
替
え
る
」
に
改
め
る
。

第
百
三
十
九
条
の
十
二
第
二
項
中
「
い
う
。）」
の
下
に
「
又
は
同
法
第
七
百
十
四
条
の
二
に
規
定
す
る
社
債
管
理

補
助
者
」
を
、「
当
該
社
債
管
理
者
」
の
下
に
「
又
は
社
債
管
理
補
助
者
」
を
加
え
る
。

第
百
四
十
五
条
第
一
項
中
「
か
ら
第
四
項
ま
で
」
を
削
る
。

第
百
四
十
六
条
中
「
及
び
第
四
項
」
及
び
「
及
び
従
た
る
事
務
所
」
を
削
る
。

第
百
六
十
六
条
第
二
項
第
一
号
ヨ
中
「
カ
」
を
「
ヨ
」
に
改
め
、
同
号
中
ヨ
を
タ
と
し
、
カ
を
ヨ
と
し
、
ヌ
か
ら

ワ
ま
で
を
ル
か
ら
カ
ま
で
と
し
、
リ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ヌ

株
式
交
付

第
百
六
十
六
条
第
二
項
第
五
号
チ
中
「
ト
」
を
「
チ
」
に
改
め
、
同
号
中
チ
を
リ
と
し
、
ト
を
チ
と
し
、
ハ
か
ら

ヘ
ま
で
を
ニ
か
ら
ト
ま
で
と
し
、
ロ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ハ

株
式
交
付

第
百
六
十
六
条
第
二
項
第
十
二
号
ト
中
「
ヘ
」
を
「
ト
」
に
改
め
、
同
号
中
ト
を
チ
と
し
、
ヘ
を
ト
と
し
、
ホ
を

ヘ
と
し
、
ニ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ホ

株
式
交
付

第
百
六
十
六
条
第
六
項
第
三
号
中
「
若
し
く
は
第
八
百
六
条
第
一
項
」
を
「
、
第
八
百
六
条
第
一
項
若
し
く
は
第

八
百
十
六
条
の
六
第
一
項
」
に
改
め
、
同
項
第
十
一
号
中
「
又
は
株
式
交
換
」
を
「
、
株
式
交
換
又
は
株
式
交
付
」

に
改
め
る
。

第
百
六
十
七
条
第
五
項
第
三
号
中
「
若
し
く
は
第
八
百
六
条
第
一
項
」
を
「
、
第
八
百
六
条
第
一
項
若
し
く
は
第

八
百
十
六
条
の
六
第
一
項
」
に
改
め
、
同
項
第
十
三
号
中
「
又
は
株
式
交
換
」
を
「
、
株
式
交
換
又
は
株
式
交
付
」

に
改
め
る
。

（
金
融
商
品
取
引
法
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
二
十
六
条

前
条
の
規
定
に
よ
る
金
融
商
品
取
引
法
の
一
部
改
正
に
伴
う
登
記
に
関
す
る
手
続
に
つ
い
て
必
要
な
経

過
措
置
は
、
法
務
省
令
で
定
め
る
。

（
損
害
保
険
料
率
算
出
団
体
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
二
十
七
条

損
害
保
険
料
率
算
出
団
体
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。

第
二
十
三
条
か
ら
第
二
十
四
条
の
二
ま
で
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
二
十
三
条
か
ら
第
二
十
四
条
の
二
ま
で

削
除

第
二
十
五
条
中
「
、
第
二
条
」
を
削
り
、「
第
五
条
ま
で
」
の
下
に「（
登
記
所
、
事
務
の
委
任
、
事
務
の
停
止
、
登

記
官
、
登
記
官
の
除
斥
）」を
、「
第
十
五
条
ま
で
」
の
下
に「（
会
社
法
人
等
番
号
、
登
記
簿
等
の
持
出
禁
止
、
登
記
簿

の
滅
失
と
回
復
、
登
記
簿
等
の
滅
失
防
止
、
登
記
事
項
証
明
書
の
交
付
等
、
登
記
事
項
の
概
要
を
記
載
し
た
書
面
の

交
付
、
附
属
書
類
の
閲
覧
、
印
鑑
証
明
、
電
磁
的
記
録
の
作
成
者
を
示
す
措
置
の
確
認
に
必
要
な
事
項
等
の
証
明
、

手
数
料
、
当
事
者
申
請
主
義
、
嘱
託
に
よ
る
登
記
）」を
加
え
、「
第
二
十
三
条
の
二
ま
で
、」を
「
第
十
九
条
の
三
ま
で

（
登
記
申
請
の
方
式
、
申
請
書
の
添
付
書
面
、
申
請
書
に
添
付
す
べ
き
電
磁
的
記
録
、
添
付
書
面
の
特
例
）、
第
二

十
一
条
か
ら
」
に
、「
第
十
五
号
及
び
第
十
六
号
」
を
「
第
十
四
号
」
に
改
め
、「
除
く
。）」
の
下
に
「
ま
で
（
受
付
、

受
領
証
、
登
記
の
順
序
、
登
記
官
に
よ
る
本
人
確
認
、
申
請
の
却
下
）」を
、「
第
二
十
六
条
」
の
下
に「（
行
政
区
画
等

の
変
更
）」を
加
え
、「
、
第
四
十
八
条
か
ら
第
五
十
三
条
ま
で
及
び
」
を「（
同
一
の
所
在
場
所
に
お
け
る
同
一
の
商
号

の
登
記
の
禁
止
）、
第
五
十
一
条
か
ら
第
五
十
三
条
ま
で
（
本
店
移
転
の
登
記
）、」
に
、「
第
百
四
十
八
条
ま
で
」
を

「
第
百
三
十
七
条
ま
で
（
更
正
、
抹
消
の
申
請
、
職
権
抹
消
）
及
び
第
百
三
十
九
条
か
ら
第
百
四
十
八
条
ま
で
（
行

政
手
続
法
の
適
用
除
外
、
行
政
機
関
の
保
有
す
る
情
報
の
公
開
に
関
す
る
法
律
の
適
用
除
外
、
行
政
機
関
の
保
有
す

る
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
の
適
用
除
外
、
審
査
請
求
、
審
査
請
求
事
件
の
処
理
、
行
政
不
服
審
査
法
の
適

用
除
外
、
省
令
へ
の
委
任
）」に
、「
第
四
十
八
条
第
二
項
中「
会
社
法
第
九
百
三
十
条
第
二
項
各
号
」と
あ
る
の
は
、「
損

害
保
険
料
率
算
出
団
体
に
関
す
る
法
律
第
二
十
三
条
第
二
項
各
号
」
を
「
第
百
四
十
六
条
の
二
中
「
商
業
登
記
法（
」

と
あ
る
の
は
「
損
害
保
険
料
率
算
出
団
体
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
三
号
）
第
二
十
五
条
に

お
い
て
準
用
す
る
商
業
登
記
法
（
」
と
、「
商
業
登
記
法
第
百
四
十
五
条
」
と
あ
る
の
は
「
損
害
保
険
料
率
算
出
団
体

に
関
す
る
法
律
第
二
十
五
条
に
お
い
て
準
用
す
る
商
業
登
記
法
第
百
四
十
五
条
」
と
、
同
法
第
百
四
十
八
条
中
「
こ

の
法
律
に
」
と
あ
る
の
は
「
損
害
保
険
料
率
算
出
団
体
に
関
す
る
法
律
に
」
と
、「
こ
の
法
律
の
施
行
」
と
あ
る
の
は

「
損
害
保
険
料
率
算
出
団
体
（
同
法
第
二
条
第
一
項
第
三
号
に
規
定
す
る
損
害
保
険
料
率
算
出
団
体
を
い
う
。）に
関

す
る
登
記
」
に
改
め
る
。

（
損
害
保
険
料
率
算
出
団
体
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
二
十
八
条

前
条
の
規
定
に
よ
る
損
害
保
険
料
率
算
出
団
体
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
に
伴
う
登
記
に
関
す
る
手

続
に
つ
い
て
必
要
な
経
過
措
置
は
、
法
務
省
令
で
定
め
る
。

（
協
同
組
合
に
よ
る
金
融
事
業
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
二
十
九
条

協
同
組
合
に
よ
る
金
融
事
業
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
す
る
。

第
五
条
の
五
中
「
会
社
法
」
の
下
に
「
第
三
百
十
四
条
（
取
締
役
等
の
説
明
義
務
）、」
を
加
え
、「
及
び
」
を「（
第

三
号
か
ら
第
五
号
ま
で
を
除
く
。）及
び
」
に
改
め
、「
に
お
い
て
」
の
下
に
「
、
同
法
第
三
百
十
四
条
中
「
取
締
役
、

会
計
参
与
、
監
査
役
及
び
執
行
役
」
と
あ
る
の
は
「
理
事
」
と
」
を
加
え
、「
、「
監
事
」
を「「
監
事
」
と
、
同
法
第
三

百
六
十
一
条
第
一
項
第
六
号
中
「
金
銭
で
な
い
も
の
（
当
該
株
式
会
社
の
募
集
株
式
及
び
募
集
新
株
予
約
権
を
除

く
。）」
と
あ
る
の
は
「
金
銭
で
な
い
も
の
」
と
、
同
条
第
四
項
中
「
第
一
項
各
号
」
と
あ
る
の
は「
第
一
項
各
号（
第

三
号
か
ら
第
五
号
ま
で
を
除
く
。）」
に
改
め
る
。
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